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男鹿の環境史発見ルート（自然・地質探訪ルート例）について 
年縞博物館での学習 一ﾉ目潟、二ﾉ目潟、三ﾉ目潟 八望台 寒風山 さらに古い地質標識地を巡る 

１．年縞とは？ 
実物を見る 
↓ 

縞の意味を知る 
 

２．年縞から分かる事柄は？ 
時代の気温 
植生 
地震発生 
火山活動 
洪水 
豪雪 
など 

 
３．年縞から分かること、それが見られ
る場所は？ 

↓ 
●一ノ目潟（6～8万年前に形成） 
二ノ目潟（不明） 
三ノ目潟（2～2.4万年前に形成） 

目潟と年縞のできかた 
 
爆発 
そして 

静かな時の経過 
縞の堆積 

 
●縄文前期の海進（6千年前） 

離島から陸繋島 
↓ 

男鹿半島（半島を俯瞰しよう：八望台で） 
 

●寒風山（2万年前噴火） 
三ノ目潟と同じ頃 
年縞に痕跡が見られないのは？ 

↓ 
噴火のし方の違い 

 
○教材、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、案内者（ガイド） 

 
●一ノ目潟（6～8万年前に形成） 
二ノ目潟（不明） 
三ノ目潟（2～2.4万年前に形成） 

 
目潟と年縞のできかた 

 
爆発 
そして 

静かな時の経過 
縞の堆積 

 
これらを 

実際に見る（て実感する） 
 
 
 
 

○年縞（レプリカや写真）、地形図
を用いた案内標識、現地案内者
（ガイド） 
 
※目潟の形成年代の表示 
当時の気候、植生の解説など 
年縞から得られた情報の説明 

↓ 
年縞のどの部分がこれらの生成
時期か 
 

 
●縄文前期の海進（6千年前） 

離島から陸繋島 
↓ 

男鹿半島 
 
 

八望台で男鹿半島を俯瞰 
 
○年縞（レプリカや写真）地
形図を用いた案内標識、現
地案内者（ガイド） 
 
※縄文海進の要因 
当時の気候、植生の解説 

など 
年縞から得られた情報の
説明 

↓ 
年縞のどの部分がこれら
の生成時期か 

 
●寒風山（2万年前噴火） 
三ノ目潟と同じ頃 
年縞に痕跡が見られない
のは？ 

↓ 
噴火のし方の違い 

 
（※寒風山でも男鹿半島

を俯瞰） 
 
○年縞（レプリカや写真）を
用いた案内標識、現地案内
者（ガイド） 
 
※寒風山火山の構造・成因 
当時の気候、植生の解説 

など 
年縞から得られた情報の
説明 

↓ 
年縞のどの部分がこれら
の生成時期か 

 
男鹿半島を形成している地質の探
索 

 
南のルート 
 
脇本層：鮮新世後期地層標識地 
↓ 
船川層：鮮新世前期地層標識地 
↓ 
女川層：中新世後期地層標識地 
↓ 
台島層：中新世中期地層標識地 
↓ 
門前層：中新世前期地層標識地 
 
 
北のルート 
 
釜谷地層：更新世末期標識地 
↓ 
鮪川層：更新世初期標識地 
（しびかわそう） 
↓ 
北浦層：鮮新世前期標識地 
↓ 
西黒沢層：中新世中期標識地 
↓ 
赤島層：中新世初期標識地 
↓ 
基盤岩：先新第三紀標識地 
↓ 
門前層：中新世初期標識地 
 
○案内標識、現地案内者（ガイド） 

 
※男鹿半島の地質断面図・平面図 
地質系統図表を用いた説明 
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北秋田の環境史発見ルート（遺跡探訪ルート例）について 
年縞博物館での学習 旧石器時代～縄文時代遺跡ルート 弥生時代～江戸時代遺跡ルート 

１．年縞とは？ 
実物を見る 
↓ 

縞の意味を知る 
 

２．年縞から分かる事柄は？ 
時代の気温 
植生 
地震発生 
火山活動 
洪水 
豪雪 
など 

 
３．年縞に現れる時代の営み（の跡）
が見られる場所は？ 

↓ 
 

●主要な遺跡分布地 
各時代の気候、植生等と人の営みを
理解する（学習する） 
 

 
○教材、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、案内者（ガイド） 
 

家の下（三種町）：旧石器時代（１万３千～３万年前） 
三種町上岩川地内遺跡群（三種町）：縄文時代中期 

（３千～５千年前）

萱刈沢貝塚（三種町）：縄文時代中期（４千～５千年前） 
↓ 

縄手下（能代市）：旧石器時代（１万３千～３万年前） 
杉沢台（能代市）：縄文時代前期（５千～６千年前） 

柏子所貝塚（能代市）：縄文時代後期晩期（２．３千～４千年前） 
↓ 

深渡（北秋田市）：縄文時代中期（４千～５千年前） 
森吉家ノ前 A（北秋田市）：縄文時代後期晩期（２．３千～４千年

前） 
伊勢堂岱（北秋田市）：縄文時代後期（３千～４千年前） 

橋場岱 B（北秋田市）：縄文時代後期晩期（２．３千～４千年前） 
漆下（北秋田市）：縄文時代後期晩期（２．３千～４千年前） 
向様田 A（北秋田市）：縄文時代後期晩期（２．３千～４千年前） 

↓ 

池内（大館市）：縄文時代前期（５千～６千年前） 
根下戸道下（大館市）：縄文時代早期（６千～８千年前） 

↓ 

天戸森（鹿角市）：縄文時代中期（４千～５千年前） 
高屋館跡（鹿角市）：縄文時代後期（３千～４千年前） 

大湯環状列石（鹿角市）：縄文時代後期（３千～４千年前） 

 
○年縞（レプリカや写真）地形図、遺跡見取り図を用いた案内標

識、現地案内者（ガイド） 
 

※その時代の気候、植生の解説など 
年縞から得られた情報の説明 

↓ 
年縞のどの部分がこれら遺跡の時代に相当し 

どのような環境であったか 

横長根 A（男鹿市）：弥生時代 
（西暦 300年～２．３千年前） 

小谷地（男鹿市）：古墳時代（西暦 300～700 年） 

脇本城跡（男鹿市）：鎌倉・室町・安土桃山時代 
脇本（男鹿市）：安土桃山時代（西暦 1573～1603年） 

↓ 

館の上（三種町）：弥生時代（西暦 300 年～２．３千年前） 

堂の下（三種町）：鎌倉時代（西暦 1192～1338年） 
↓ 

寒川Ⅱ（能代市）：古墳時代（西暦 300～700年） 
檜山安東氏城跡（能代市）室町時代（西暦 1338～1573 年） 

多賀谷居館跡（能代市）：江戸時代（西暦 1603～1867年） 
↓ 

胡桃館遺跡（北秋田市）：平安時代（西暦 794～1192 年） 

↓ 

野崎（大館市）：平安時代（西暦 794～1192年） 
坂下Ⅱ（大館市）：平安時代（西暦 794～1192年） 
土飛山館跡（大館市）：平安時代（西暦 794～1192年） 

矢立廃寺（大館市）：鎌倉時代初期 

↓ 

鹿角沢（鹿角市）：平安時代（西暦 794～1192年） 
三ケ田館（鹿角市）：縄文早期～前期・室町時代  

↓ 

はりま館（小坂町）：縄文前期・弥生・平安時代 

 
○年縞（レプリカや写真）地形図、遺跡見取り図を用いた

案内標識、現地案内者（ガイド） 
※その時代の気候、植生の解説など 
年縞から得られた情報の説明 

↓ 
年縞のどの部分がこれら遺跡の時代に相当し 

どのような環境であったか 

 






